
 

学校番号 2003 

令和３年度 公民科 

 

教科 公民 科目 現代社会 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「高校現代社会新訂版」 （実教出版） 

副教材等 「フォーラム現代社会２０２１」 （東京法令出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・実社会について、認知し、理解するためと、自分の生き方あり方を考える方法のひとつとして、

この科目を活用する。それは個人と社会のつながりを認識することでもある。 

・社会への幅広い関心を維持するために、各ジャンル（教科書の「章」）からテーマを取り上げ

る。教材の精選のために、総花的に教材を取り上げることをせず、代表的なテーマにしぼる。 

２ 学習の到達目標 

・現代社会を理解するうえで必要な最小限度の知識を確保する。 

・図表を中心とする様々な資料から、問題点に気づき、他人の意見を聞き、自分で考察し、自身

の意見をもてるようにする。積極的な発表ができるようにもしたい。 

・日本の諸問題を取り扱う中で、世界との関係に着目する視点を養い、国際社会に主体的に生き

る市民としての自覚と資質を養う。  

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代の日本社会の

課題を知ろうとし、

自分が何ができる

かを探ろうとする。

身近なことと、グロ

ーバルなことと、と

もに関心の対象と

する。 

現代社会の諸課題を

歴史的、地理的、政治

的、経済的、哲学的に

考察し、自分なりの判

断をし、意見を持ち、

主張できる。また、他

人の考察を聞き、意見

を受容し、必要に応じ

て議論できる。 

教科書・副読本のみ

ならず、マスコミや

インターネットか

らも情報を収集し、

選択し、組み立てた

り、組み替えたり、

独自の観点からま

とめたりできる。 

世論国論が二分さ

れるような問題に

ついても、まずは正

確な知識を獲得す

る。複数の視点から

解釈できるように、

知識の深化をはか

る。 

評
価
方
法 

発問対応 

小テスト 

提出課題 

授業態度 

定期考査 

発問対応 

小テスト 

提出課題 

授業態度 

発問対応 

小テスト 

授業態度 

定期考査 

発問対応 

小テスト 

提出課題 

授業態度 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 

評価 

方法 

 a b c d 

１
学
期 

第
１
編
現
代
社
会
の
諸
課
題
・ 

第１編 

第１章 

地球環境を考え

る 

 

資源・エネルギ

ー・人口問題 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

a:環境問題を国際社会との連関で捉

えている。とくに先進国と途上国

の立場の違いを理解している。 

b:震災（原発事故を含む）・台風・

豪雨などに取材して、政府の政

策・諸個人生活を考察できる。 

c:ネット上の統計を理解できる。 

d:温暖化、放射能などの基礎知識が

ある。 

定期考査 

発問対応 

小テスト 

提出課題 

授業態度 

第２章 

生死のあり方 

 

科学技術の発達

と生命 

 

 

 

 

〇 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:生命倫理を自分の問題とする。 

b:生命科学の発達を、長いスパンで

哲学的に考察する。 

c:iPS 細胞など、生命関連の最新のニ

ュースを解読できる。 

d:臓器移植・ターミナルケア・デジ

タルディバイドなどを理解してい

る。 

第
２
編
現
代
社
会
と
人
間
と
し
て
の
あ
り
方
生
き
方 

第２編 

第１章 

青年期と自己形

成 

 

職業生活と社会

参加 

 

 

〇 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

〇 

 

 

○ 

 

a:青年期の自分と他人を比較し、客

観的に見ることができる。 

b:自己のこれまでを内省し、自己の

これからを展望できる。 

c:社会参加について、ボランティア

活動の実践例に触れる。 

d:自己形成についていくつかの学説

を知り、自分でも考察する。 

第２章 

他者とともに生き

る倫理 

ギリシアの思想 

 

宗教の教え 

 

人間の尊厳 

 

人間性の回復 

 

 

 

○ 

 

○ 

  

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:先覚の考えに耳を傾ける。 

b:世界観と人生観の関連を考察する。 

c:後述の哲学・宗教について、著名な

一節を読み、理解する。 

d:ギリシア哲学・キリスト教・イスラ

ーム・仏教・中国思想・日本の思想

について基礎知識を獲得する。また

ルネサンス・宗教改革・観念論哲学・

近代思想・現代哲学についても概観

する。 

第３章 

現代の国家と民

主政治 

人権保障 

 

国民主権 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:人権問題を、時間的にも空間的にも

身近な問題と捉えている。 

b:自己の振り返りを通して人権問題を

表現できる。 

c:人権問題を扱ったいくつかの裁判記

録を読み、理解する。部分的には生

の判決文も読む。 

d:人権意識の発達、民主政治の発展に

ついて基礎的知識を獲得する。 



※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

２
学
期 

第
２
編
現
代
社
会
と
人
間
と
し
て
の
あ
り
方
生
き
方 

第４章 

日本国憲法と国

民生活 

憲法成立 

 

平和主義 

 

選挙と政党 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:一般的に憲法の成り立ちについて

基本的なことが理解できている。 

b:平和主義について、自分でものを

考えようとしている。 

c:最近の選挙結果や地方自治をめぐ

る問題について認識し、理解し、

問題点を見つけ出せる。選挙制度

について基礎知識を得る。 

d:憲法成立過程・日本の統治機構・

政党政治について、中学校までの

知識を整理し、さらに高校生とし

ての知識を獲得する。 

定期考査 

発問対応 

小テスト 

提出課題 

授業態度 

第５章 

国際政治の動向 

政治と法 

 

冷戦期・冷戦後 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:国際法の淵源をたどる。 

b:最近の事件から、国際連合・安全

保障について考察する。 

c:軍備に関する一次資料を解読し、

国際政治との関連を理解する。 

d:戦後史（冷戦期、冷戦後）の基礎

知識を獲得する。 

第６章 

現代の経済社会 

市場のしくみ 

現代の企業 

景気変動 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

a:市場原理を理解する。 

b:需要者・供給者の両方の立場に立

てる。 

c:国民経済指標を読める。 

d:企業・景気・金融・財政などの基

本用語を正確に認知する。 

第７章 

経済活動のあり

方と国民福祉 

日本経済の歩み 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

a:中小企業と農業に関心を持つ。 

b:公害について自分の意見を持つ。 

c:労働問題や社会保障の資料を読

む。 

d:戦後の日本経済の歴史を知る 

３
学
期 

第８章 

国際経済の動向 

 

経済協力 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

a:為替レートに関心を持つ。 

b:金融危機や財政危機について深読

みした意見に接し、考察する。 

c:国際経済の諸指標を見る。 

d:地域経済統合の基礎知識を獲得、

英国のＥＵ離脱を考察する。 

第
３
編
共
生
社
会
を
め

ざ
し
て 

持続可能な社会

のために 

 

排除しない社会

へ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

  

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

a:１年間の学習を振り返り、関心のあ

るテーマを選ぶ。。 

b:自分のテーマについて、意見をまと

め提出する。何人かは発表する。 

c:自分で文字資料・数値データを扱う。 

d:他者の発表から、新しい視点、新し

い知見を得る。 

定期考査 

発問対応 

提出課題 

（意見発

表） 

授業態度 


